
 

 

おわりに 

 

 本方針は、平成 22 年度から 5 年間程度の期間を念頭に置いて、化学物質の内分泌か

く乱作用に関する環境省としての対応の方向性をまとめたものであり、今後の調査研究

の進展により、適宜必要な見直しを行うべき性格のものである。 

 化学物質の内分泌かく乱作用については、試験法の開発等関連する知見の集積が進み、

欧米では、特定の化学物質を対象とする知見の収集や、それを受けた行政施策の検討が

今後進められるものと思われる。我が国においても、諸外国における検討を注視しつつ、

環境行政としてとるべき対応を検討していく必要がある。 

 本プログラムでは、上述の事項を念頭に置きながら、化学物質の内分泌かく乱作用に

伴う環境リスクの評価を進めるため、評価手法の確立と評価の実施を加速化し、必要な

場合には環境リスクの管理体系に組み込んでいくことを念頭に置いて、対応を進めてい

きたい。 
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